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・用途 

適用分野 機     種     名 

半導体・液晶 半導体製造装置、半導体検査装置、液晶製造装置 

工作機械 マシニングセンター、精密多軸ボール盤、精密研削機、精密プレス機 

計測機器 レーザ計測器、特殊顕微鏡、三次元測定機、精密流量計 

 

４．開発経緯 

1984 年 インバー型合金※4材料の研究に着手 

1986 年 独自の化学成分と高度な熱処理によって低熱膨張と鋳造性・機械加工性を両立さ

せた材料【商品名：LEX（レックス;Low EXpansion material）】を開発・工業化 

1999 年 LEX-SF１※5 (レックス エスエフワン)、LEX-IF１※6 (レックス アイエフワン)

というスーパーインバー※3、インバー※2相当の鋳鋼系材料を開発 

2014年 究極の低熱膨張材料であるゼロ膨張合金の開発に成功 

当社は 1986 年の LEX シリーズの開発･工業化以来、半導体･液晶をはじめ幅広い分野におい

て LEX-SF１※5 や LEX-IF１※6 等、各種低熱膨張材の多くの製造･販売実績がございます。 

 

用語解説 

※2インバー ニッケルを 36%含んだ鉄、ニッケル合金で熱膨張率が鉄鋼の 1/10 程度です。 

※3スーパーインバー  鉄、ニッケル、コバルトの合金でインバーよりもさらに小さい熱膨張率を有し

ています。 

※4インバー型合金 インバーに代表される鉄‐ニッケル系低熱膨張合金は、磁気変態点 以下の温

度で体積歪を伴う磁気異常（自発磁化歪）を発生します。この体積変化が、格

子振動による熱膨張・収縮を打ち消す方向に作用するため、低熱膨張という特

性が生み出されます。この特異な現象をインバー効果と呼び、インバー効果を

示す合金をインバー型合金といいます。 

※5 LEX-SF１ 
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図１ 金属材料の熱膨張係数比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『LEX-ZERO』の



図２ 当社低熱膨張材との熱膨張曲線の比較 

 

この図はレーザー熱膨張計で膨張係数を測定したもの。 

従来の当社材 LEX-SF１※5、LEX-IF１※6 は温度の上昇にともない、膨張しているが、

『LEX-ZERO』は 0～100℃でほとんど長さの変化が見られない。 

 



溶鋼を特殊処理する真空脱ガス設備

 


